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と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
十
二
月
に
、
福
島
清
紀
会
長
か
ら
ド
イ
ツ
滞
在
中
の
筆
者
に
対
し
て
濱
田
先
生
の
追
悼
文
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
当
初
は
、
在
外
研
究
の
身
で
あ
り
、
他
に
も
ふ
さ
わ
し
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
お
申
し
出
を
辞

退
す
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
濱
田
先
生
の
ご
葬
儀
の
折
、
葬
儀
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
い
た
経
緯
も
あ
り
、
引
き
受
け

さ
せ
て
戴
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
法
政
哲
学
会
に
深
く
関
わ
る
「
一
つ
の
私
的
回
想
」
を
綴
る
こ
と
で
、

濱
田
先
生
の
お
人
柄
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な
れ
ば
、
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
か
ら
十
五
年
以
上
前
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
年
の
春
、
濱
田
先
生
は
、
在
外
研
究
で
ド
イ
ツ
に
出
発
さ
れ
る
予
定
で
し

二
○
○
四
年
九
月
十
日
早
朝
に
、
濱
田
義
文
先
生
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
、
元
法
政
哲
学
会
会
長
、
前
日
本
カ
ン
ト
協
会
委

員
長
）
は
、
魂
の
世
界
に
旅
立
た
れ
て
逝
か
れ
ま
し
た
。
濱
田
先
生
が
生
涯
敬
愛
さ
れ
た
哲
学
者
カ
ン
ト
の
没
後
二
百
年
の
年
に
、

満
八
十
二
歳
の
誕
生
日
を
翌
月
に
控
え
て
、
先
生
は
静
か
に
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
、
筆
者
は
、
ド
イ
ツ
・
ボ
ー
フ
ム
大
学
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
所
に
客
員
研
究
員
と
し
て
在
外
研
究
中
で
し
た
が
、
幾
つ

か
の
偶
然
が
重
な
り
、
一
時
帰
国
し
て
こ
の
日
の
午
後
、
入
院
中
の
先
生
を
お
見
舞
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
筆
者
の
願
い
も
む
な
し
く
、
先
生
の
お
元
気
な
姿
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
永
遠
の
惜
別
の
時
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
そ

り
ま
し
た
。
当
初
一

濱
田
先
生
を
偲
ん
で

’
一
つ
の
私
的
回
想
Ｉ
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た
。
そ
の
直
前
の
三
月
に
、
筆
者
は
濱
田
先
生
か
ら
呼
び
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
委
員
を
務
め
て
い
た
法
政
哲
学

会
の
会
長
人
事
に
つ
い
て
で
し
た
。
六
月
改
選
の
法
政
哲
学
会
の
新
会
長
に
は
、
濱
田
先
生
が
就
任
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

見
方
が
当
時
強
く
あ
り
ま
し
た
。
濱
田
先
生
も
、
そ
れ
を
自
覚
さ
れ
て
お
ら
れ
て
、
年
齢
的
な
順
序
か
ら
す
れ
ば
、
次
は
ご
自

分
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
回
は
是
非
と
も
加
来
彰
俊
先
生
に
お
願
い
し
て
戴
き
た
い
こ
と
、
ご
自
分
は
加
来
先
生
の
後
で
な
け

れ
ば
、
会
長
職
は
引
き
受
け
な
い
こ
と
な
ど
を
強
く
筆
者
に
念
を
押
さ
れ
て
、
ま
も
な
く
日
本
を
発
た
れ
ま
し
た
。

濱
田
先
生
が
、
こ
の
よ
う
な
お
考
え
を
吐
露
さ
れ
た
と
き
、
筆
者
は
少
し
も
驚
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
は
、
常
日
頃
た
ん

に
同
僚
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
上
に
日
本
を
代
表
す
る
優
れ
た
プ
ラ
ト
ン
研
究
者
と
し
て
加
来
先
生
を
深
く
尊
敬
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
法
政
哲
学
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
加
来
先
生
が
大
変
尽
力
さ
れ
た
経
緯
も
、
濱
田
先
生
は
心
に
深
く

留
め
て
お
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、
日
本
カ
ン
ト
協
会
の
委
員
長
の
人
事
に
関
し
て
も
、
同
様
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
濱
田
先
生
は
、
つ
ね
に
全
体
を
冷
静
に
注
視
さ
れ
、
公
平
な
態
度
で
物
事
に
臨
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
先
生

が
カ
ン
ト
か
ら
学
ば
れ
た
哲
学
的
な
生
き
方
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
カ
ン
ト
没
後
二
○
○
年
記
念
の
カ
ン
ト
学
会
の
大
会
が
京
都
大
学
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
○
○
五
年
十
月

に
は
日
本
カ
ン
ト
協
会
が
創
設
三
○
周
年
を
迎
え
ま
す
。
｜
昨
年
病
の
床
に
臥
さ
れ
る
ま
で
濱
田
先
生
は
、
ご
自
分
が
創
設
に

尽
力
さ
れ
た
カ
ン
ト
学
会
を
欠
席
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
筆
者
は
、
昨
年
の
カ
ン
ト
学
会
ほ
ど
辛
い

思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
な
ら
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
研
究
者
仲
間
や
先
生
方
と
ド
イ
ツ
の
学
会
の
近
況
報

告
に
花
を
咲
か
せ
る
は
ず
で
し
た
が
、
今
回
は
ま
ず
濱
田
先
生
の
計
報
や
最
後
の
時
の
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
す
で
に
数
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
し
か
し
筆
者
の
脳
裏
に
は
、
濱
田
先
生
の
あ
の
言
葉
が
焼
き
つ
い

て
離
れ
ま
せ
ん
。
「
学
問
は
一
代
に
し
て
な
ら
ず
。
牧
野
君
頼
む
ぞ
」
。

最
後
に
、
濱
田
先
生
の
告
別
式
に
感
動
的
な
弔
辞
を
お
読
み
下
さ
っ
た
加
来
彰
俊
先
生
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
日
、
加
来
先
生
は
体
調
不
良
の
な
か
、
無
理
を
押
し
て
大
阪
か
ら
都
内
の
葬
儀
場
ま
で
お
出
か
け
下

さ
い
ま
し
た
。
濱
田
先
生
も
さ
ぞ
か
し
お
喜
び
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
筆
者
に
と
っ
て
も
、
大
き
な
励
ま
し

の
言
葉
に
な
り
ま
し
た
。
筆
者
は
、
日
本
を
代
表
す
る
カ
ン
ト
学
者
と
プ
ラ
ト
ン
学
者
の
学
恩
に
浴
す
る
僥
倖
に
恵
ま
れ
た
想

い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

（
ド
イ
ツ
・
ボ
ー
フ
ム
に
て
）
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濱
田
先
生
は
、
’
九
一
一
二
年
十
月
に
中
国
青
島
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
旧
制
第
五
高
等
学
校
卒
業
後
、
東
京
大
学
法
学
部
及

び
文
学
部
を
ご
卒
業
後
、
母
校
の
熊
本
大
学
法
文
学
部
の
倫
理
学
担
当
教
員
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
三
年

四
月
に
熊
本
大
学
法
文
学
部
よ
り
、
法
政
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
爾
来
、
文
学
部
で
は
哲
学
科
の
専
門

科
目
、
倫
理
学
概
論
・
哲
学
演
習
な
ど
の
授
業
と
と
も
に
、
法
政
大
学
大
学
院
哲
学
専
攻
教
授
と
し
て
大
学
院
の
修
士
課
程
及

び
博
士
課
程
の
授
業
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
’
九
九
三
年
一
一
一
月
に
、
一
一
十
年
間
務
め
ら
れ
た
法
政
大
学
文
学
部
教
授
を
定
年
退

職
さ
れ
（
同
年
、
法
政
大
学
名
誉
教
授
）
、
’
九
九
八
年
三
月
に
は
法
政
大
学
大
学
院
講
師
も
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
濱
田
先
生
は
、

在
職
中
、
本
務
校
の
大
学
院
議
長
・
図
書
館
長
・
評
議
員
等
を
歴
任
さ
れ
、
学
内
行
政
の
上
で
重
責
を
担
わ
れ
る
一
方
で
、
法

政
哲
学
会
会
長
や
、
日
本
カ
ン
ト
協
会
委
員
長
・
常
任
委
員
、
日
本
倫
理
学
会
常
任
評
議
員
・
評
議
員
、
日
本
哲
学
会
編
集
委

員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
我
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
発
展
と
後
進
の
育
成
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

濱
田
先
生
の
研
究
領
域
は
、
主
と
し
て
カ
ン
ト
哲
学
、
と
り
わ
け
倫
理
学
と
そ
の
形
成
史
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
第
一
に
、
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
）
と
、
そ
れ
に
続
く
カ
ン
ト
研
究
の
ご
著
作
『
カ
ン
ト

倫
理
学
の
成
立
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
八
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
前
者
に
よ
っ
て
著
者
の
カ
ン
ト
学
者
と
し
て
の
地
位
を
不

動
の
も
の
と
さ
れ
、
後
者
は
、
博
士
論
文
で
も
あ
り
、
斯
学
の
先
駆
的
な
研
究
書
と
し
て
特
筆
す
べ
き
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
）
は
、
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
成
立
史
研

究
か
ら
、
善
意
志
、
永
遠
平
和
論
な
ど
の
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
に
立
ち
入
り
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
カ
ン
ト
と
の
倫
理
学
的
対

濱
田
義
文
先
生
の
主
要
研
究
業
績

濱
田
義
文
先
生
の
略
歴

６１ 

Hosei University Repository



比
の
論
考
か
ら
、
学
部
の
最
終
講
義
、
多
数
の
翻
訳
・
監
修
書
の
解
説
な
ど
も
収
録
さ
れ
た
、
著
者
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て

の
性
格
を
有
し
て
い
ま
す
。
編
著
と
し
て
は
『
カ
ン
ト
読
本
」
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
九
年
）
や
、
『
近
世
ド
イ
ツ
哲
学

論
考
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
三
年
）
の
存
在
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
濱
田
先
生
の
ご
研
究
は
、
カ
ン
ト
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
視
野
は
広
く
十
七
・
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
思
想
に

も
及
び
、
と
り
わ
け
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ハ
チ
ソ
ン
、
シ
ャ
フ
ッ
ペ
リ
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
等
に
関
す
る
共
著
・
論
文
が
多

数
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
に
お
け
る
〈
注
視
者
〉
の
概
念
」
（
雑
誌
『
理
想
』
六
四
七
号
、
一
九
九
一

年
）
や
、
「
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
会
の
倫
理
」
（
日
本
倫
理
学
会
編
「
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
の
諸
問
題
と
展
開
』
所
収
、
慶
應
通
信
、

’
九
九
一
年
）
等
は
、
先
生
の
イ
ギ
リ
ス
哲
学
研
究
の
成
果
の
一
部
に
属
す
る
論
考
で
あ
り
ま
す
。

濱
田
先
生
の
学
問
業
績
は
、
カ
ン
ト
を
中
心
と
し
た
近
代
倫
理
社
会
思
想
関
係
の
書
物
の
訳
業
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
「
差
恥
と
差
恥
心
」
（
「
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
著
作
集
」
第
十
五
巻
所
収
、
白
水
社
、
一
九
七
八

年
）
や
ロ
シ
ア
思
想
と
カ
ン
ト
と
の
関
係
を
初
め
て
本
格
的
に
論
じ
た
書
物
、
ア
ル
セ
ニ
イ
・
グ
リ
ガ
『
カ
ン
ト
』
（
法
政
大
学

出
版
局
、
’
九
八
三
年
）
の
ご
翻
訳
、
さ
ら
に
エ
ル
ン
ス
ト
・
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
の
名
著
『
カ
ン
ト
の
生
涯
と
学
説
』
（
み
す
ず
書

房
、
’
九
八
六
年
）
、
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
カ
ン
ト
政
治
哲
学
の
講
義
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
七
年
）
、
ロ
ナ
ル
ド
・

ベ
イ
ナ
ー
「
政
治
的
判
断
力
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
八
年
）
、
イ
ン
ゲ
ボ
ル
ク
・
マ
ウ
ス
『
啓
蒙
の
民
主
制
理
論
』
（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
九
年
）
等
の
監
修
・
監
訳
の
お
仕
事
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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